
 

 

「知の創生と情報社会」研究領域 領域活動・評価報告書 
－平成２７年度終了研究課題－ 

 

研究総括 中島 秀之 

１． 研究領域の概要 

本研究領域は、多様もしくは大規模なデータから、有用な情報である「知識」を生産し、社会で活用する

ための基盤的技術となる研究を対象とします。 

具体的には、大規模データを処理するための革新的な技術、統計数理科学を応用した分析・モデル化

技術、あるいは実社会から得られる多様なデータを構造化・分析して知識を抽出する技術、センサによる

情報取得やシミュレーション結果等の複数のリソースから新たな知識を創出する技術などの基盤技術に加

えて、獲得した知識を実社会に適用するために必要とされる、シミュレーション、データの可視化、新しい情

報社会の仕組みを支える応用技術などに関する研究が含まれます。 

 

２． 事後評価対象の研究課題・研究者名 

件数： １件 

※研究課題名、研究者名は別紙一覧表参照 

 

３． 事前評価の選考方針 

選考の基本的な考えは下記の通り。 

１） 選考は、「知の創生と情報社会」領域に設けた選考委員９名の協力を得て、研究総括が行う。 

２） 選考方法は、書類選考、面接選考及び総合選考とする。 

３） 選考に当たっては、さきがけ共通の選考基準（URL：http://www.jst.go.jp/pr/info/info825/besshi4.html）の

他、以下の点を重視した。 

 

４． 事前評価の選考の経緯 

一応募課題につき領域アドバイザー３名が書類審査し、書類選考会議において面接選考の対象者を選考し

た。続いて、面接選考および総合選考により、採用候補課題を選定した。上記選考を経た課題の内、大挑戦型

審査会（書類選考会議）へ１課題を推薦した。 

 

選 考 書類選考 面接選考 
採択数 

 

８件 

 

対象数 ７８件 ２４件 
内

訳 

３年型 ７件（０件） 

５年型 １件（０件） 

( )内は大挑戦型としての採択数。 

 

備考： 

   平成 22 年度採択課題のうち、以下を今年度の事後評価対象とする。 

大武 美保子 研究者 

  研究期間が５年で、今年度終了するため。 

 

５． 研究実施期間 

   平成 22 年 10 月～平成 28 年 7 月※（５年型） 

※当初計画からの延長理由 

・ ライフイベントにより休暇を取得したため。 

 

６． 領域の活動状況 

領域会議：8 回 

研究開始直後、各研究者が所属する研究機関に、研究総括、技術参事、および事務参事が研究室を訪

問 (サイトビジット) した。研究の環境を確認すると同時に、上司の先生にさきがけへの理解を求め、



 

 

さきがけ研究遂行における研究環境の確保についてお願いした。また、異動した研究者、研究室外の

研究実施場所を持つ研究者については別途、サイトビジットを実施した。 

期間中に東日本大震災が発生し、被害を受けた研究者がいたため、別途、技術参事が復旧後の研究

室訪問を実施した。 

サイトビジットと領域会議のフォローアップとして、技術参事が各サイトを訪問(レクチャービジッ

ト)し、研究者と領域事務所とのコミュニケーションを深めた。 

  サイトビジットの実施状況は以降のとおりである。 

- 研究開始時：30 回(第一期生 10 回、第二期生 12回、第三期生 8回) 

- 移動後：4回(第一期生 2回、第三期生 2回) 

- 研究室外研究実施場所：3回(第一期生 1回、第二期生 1回、第三期生 1回) 

- 復旧後研究室：4回(第一期生 1回、第三期生 1回、第三期生 5年型 2回) 

 レクチャービジットの実施状況は以降のとおりである。 

- 研究開始時：30 回(第一期生 10 回、第二期生 12回、第三期生 8回) 

 

７． 事後評価の手続き 

研究者の研究報告書を基に、評価会（研究報告会、領域会議等）での発表・質疑応答、領域アドバイ

ザーの意見などを参考に、下記の流れで研究総括が評価を行った。 

（事後評価の流れ） 

平成 27 年 11 月 評価会開催 

平成 27 年 12 月 研究総括による事後評価 

平成 28 年  3 月 被評価者への結果通知 

 

８． 事後評価項目 

（１）研究課題等の研究目的の達成状況 

（２）研究実施体制及び研究費執行状況 

（３）研究成果の科学技術及び社会・経済への波及効果（今後の見込みを含む） 

（４）・・領域ごとの評価基準があれば、（４）以降に記載（複数可） 

（５）大挑戦型についてはさらに、大挑戦型として取り組む挑戦的な研究項目に対する進展についても評価項目

とした。（該当ない場合は削除） 

※該当する成果がある場合には「世界レベルの若手研究リーダーの輩出の観点から、本さきがけ研究が、研究

者としての飛躍につながったか（今後の期待を含む）」を加味して評価を行った。 

 

９． 評価結果 

【総論】 

本領域が対象とする大規模データの適切な処理は人間の能力を超えるものであり、大規模データを獲

得したり処理したりする新しい仕組みを考えることにより、新しい仕組みを実現し、社会を効率化した

り現状の問題点を解決したり、あるいは人間の知的作業の質や量を向上させたりする必要がある。本領

域は、そのような実社会への応用を見据えた新しい基盤技術の研究、大規模情報を対象とするだけでな

く、情報を現実世界から取り込むための手法研究が狙いである。このため、研究者間のコラボレーショ

ンを重視し、これまで、交流が少なかった分野の研究者間の交流の場を作る等の活動を勤めてきた。本

課題は、基礎研究、要素技術、社会応用の３分野からなり、大武美保子研究者は、社会応用分野に分類

される。 

 

 1. 大武 美保子 研究者 「大規模会話データに基づく個別適合型認知活動支援」 

    【評価結果】 

大武美保子研究者の、共想法(話すことと聞くことをバランスよく行う双方向会話を発生させる支援

技術)を用いて、高齢者同士の会話に介入して支援し、認知症予防に役立たせるための認知活動支援技術

を開発し、その有効性を確認するための様々な指標も提案している。また、国内外で多くの共同研究と

実践を行っている。実現可能な到達点のモデルとして“ぎんさん”の娘姉妹の協力も得、新聞、雑誌、

テレビにも多数、取り上げられている。既に、介護施設、福祉活動 NPO 等、国内 4 拠点、海外 1 拠点で、

支援技術適用支援の活動中であり、多くの人を巻き込んだ研究活動になっており、今後の進展が大いに期待

できる。 



 

 

グループ会話の発話量制御に用いる音響処理装置は、さきがけ期間中に製品化された。 

 

１０． 評価者 

研究総括 中島 秀之 公立はこだて未来大学 学長 

 

領域アドバイザー（五十音順。所属、役職は平成 26 年 3 月末現在） 

麻生 英樹 産業技術総合研究所 知能システム研究部門 上級主任研究員 

有村 博紀   北海道大学 大学院情報科学研究科 教授 

高野 明彦 国立情報学研究所 連想情報学研究開発センター センター長/教授 

林   晋    京都大学 大学院文学研究科 教授 

林  幸雄 北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科 教授 

樋口 知之   統計数理研究所 所長 

堀  浩一 東京大学 大学院工学系研究科 教授 

安田  雪  関西大学 社会学部 教授 

鷲尾  隆  大阪大学 産業科学研究所 教授 
 

 

（参考） 

件数はいずれも、平成２８年３月末現在。 

 

（１）外部発表件数 

 国 内 国 際 計 

論 文 ６ １２ １８ 

口 頭 ６１ １３ ７４ 

その他 ３５ ９ ４４ 

合 計 １０２ ３４ １３６ 

 

（２）特許出願件数 

国 内 国 際 計 

２ ０ ２ 

 

（３）受賞等 

・大武美保子 

１．千葉大学工学部 地域・社会貢献賞（H24.3） 

２．人工知能学会 人工知能学会近未来チャレンジ修了認定（H23.6）  

３．人工知能学会 人工知能学会近未来チャレンジサバイバル（卒業）（H22.8） 

４．2011 IEEE/SICE International Symposium on System Integration, Best Paper Award 

Finalist（H22.12） 

 

（４）招待講演 

国際 １０件 

国内 ３８件 



 

 

別紙 

「知の創成と情報社会」領域 事後評価実施 研究課題名および研究者氏名 

 

（５年型） 

研究者氏名 

（参加形態） 

研 究 課 題 名 

（研究実施場所） 

現 職（平成 28 年 3 月末現在） 

（応募時所属） 

研究費 

(百万円) 

大武美保子 

（5 年型 ） 

大規模会話データに基づく個別適合型

認知活動支援 

（千葉大学大学院工学研究科） 

千葉大学大学院工学研究科  

准教授 

（東京大学人工物工学研究センター 

准教授） 

１００ 

 



 

研 究 報 告 書 

「大規模会話データに基づく個別適合型認知活動支援」 

研究タイプ：通常型 

研究期間： 平成２２年１０月～平成２８年７月 
研 究 者： 大武美保子 

 
１． 研究のねらい 

機械システムの知能化の研究が進む中、人間の知能を育む機械システムの研究が、これ

まで以上に重要になっている。本研究の目的は、一旦発達した知能が加齢と共に衰える認知

症と認知機能低下の問題を、知能ロボティクスの観点から解決することである。人間を情報

処理機械ととらえた時に、確実に情報の入出力と処理、ならびに保存が行われるよう支援す

る技術を開発するものである。 

本研究は、聞くことと話すことが情報の入力と出力の連鎖であるとする、会話における脳の

情報処理モデルに着眼し、高齢者が陥りやすい認知機能の廃用に起因する認知症の発症と、

認知機能低下の進行を、会話支援による自然な社会的交流を通じて防ぐものである。従来の

会話支援研究は、議論を通じて効率的に結論を得ることを目的としていることが多い。これに

対し本研究は、会話支援により人間の認知機能維持向上を目指す点に特色がある。人と人

との交流を促して協調学習を支援するロボットを目指す人ロボット共生学の研究領域が起こ

りつつあり、本研究はその流れの中にも位置づけられる。 

複雑な会話は、すべて生物の中で人間だけが可能な認知活動である。会話が人間の知能

の発現の結果であり、人間の知能を育むものであることは、原理的に自明であるが、これを

高齢者の認知症と認知機能低下という具体的な場面に展開し、会話分析と支援を行う着眼

点は、独創的なものである。 

本研究のねらいは、研究者が考案した、話すことと聞くことをバランスよく行う双方向会話

支援技術「共想法」を用い、大規模会話データを収集し、大規模会話データから認知的な特

徴を抽出する技術を開発し、得られた特徴に応じて、一人ずつに最も効果的な認知活動支援

を提供する技術を開発することである。コアとなる特徴抽出技術として、研究者が考案した、

「会話双方向性計測法」を基礎に、計測をある程度自動化するシステムを開発することによっ

て、大規模会話データの収集を可能とする。高齢者の認知機能維持向上に対し、会話による

前向き介入が与える世界初の効果検証を目指す。 

 

２． 研究成果 

（１）概要 

 本研究は、研究者が独自に開発した双方向会話支援技術を用いて、大規模会話データを

収集し、会話データから認知的な特徴を抽出する技術を開発するとともに、個別適合可能な

認知活動支援技術を開発するものである。 

大規模会話データを構成する各種会話中の認知活動を計測評価する手法、会話セッショ

ンの実施評価に必要な手法と、5 つの実施拠点の構築を順次行うことを目標とし、達成した。

ここまでで収集する、のべ 100 名以上の高齢者の会話データを基に、個別適合可能な会話



 

介入手法を確立することを目標とし、達成した。 

研究項目は、1) 会話データを収集するための会話時認知活動計測評価ならびにモデル

化手法の開発、2) 会話セッション実施支援システムの開発、3) 実施拠点構築と実施評価、

の三つに分類される。各項目ごとに目標を立て、それぞれ達成した。 

具体的には、研究項目 1) に関連し、会話データを収集するための会話時認知活動計測

評価ならびにモデル化技術を開発し、会話において情報の入出力が確実に行われているか

を評価することを可能とした（研究論文 1,5）。研究項目 2) と 3) に関連し、ウェブデータベー

スと連携した会話支援システムを開発し、介護施設等で実証実験を行い（研究論文 1,2,4）、

人間の特性に合わせてフィードバックをかける会話支援ロボットの開発に成功した（研究論文

3）。 

  人工知能学会「近未来チャレンジ」制度において、人工知能学を高齢者の認知活動支援

に応用し、人間のデータに基づく実証的な人工知能学の構築を目指す提案を行い、5 回の審

査に合格し、平成 24 年に修了認定を受けた。この取り組みを通じ、60 名以上の研究者が本

領域の研究発表を行い、人工知能学の新領域として定着する評価を受けた。研究の新規

性、独創性が評価され、平成 26 年には、科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者

賞、平成 27 年には、千葉大学先進科学賞を受賞した。 

（２）詳細 

研究項目 1) 会話データを収集するための会話時認知活動計測評価ならびにモデル化手法

の開発 

会話中の認知活動を、制御入力が生成されうる能動的な認知活動と、外部入力が処理さ

れうる受動的な認知活動とに整理し、それぞれがバランスよく行われたかという観点から、会

話データを用いて認知活動を計測評価し、モデル化することを目指し、成果を得た。 

 具体的には、テーマに沿って話題と写真を用意し、持ち時間を決めてグループ会話する共

想法を、健常高齢者を対象に実施した。健常高齢者の会話特性に変化が見られ、情報の入

出力のバランスがよくなることを、会話の流れをその場で簡便に記録することで、参加者毎の

会話の質と量を共に計測することができる、会話双方向性計測法を用いて示した（論文 5）。 

話題提供者と周囲の参加者との会話による相互作用を通じて生み出される語彙の量を、

集合論に基づき定量的に評価することができる会話相互作用量計測法を開発した。聞くこと

と話すことのバランスの取れた会話において、認知機能の低下があっても、思考が幅広い領

域に到達可能であることを、実験を通じて示した（論

文 1）。図 1 は、認知症高齢者の話題提供時の発言

（A1）、質疑応答時の周囲からの発言（B1）、本人の

発言（A2）において用いられた単語を、重複を考慮し

て図示したものである。A2 に、A1 や B1 と重ならない

領域があることから、双方向の会話により、最初の

発言（A1）にも、周囲からの発言（B1）にも含まれな

かった、新たな単語が用いられたことが分かる（論文

1 Figure. 5(c)）。                      図 1 会話において用いられた単語の集合 

研究項目 2) 会話セッション実施支援システムの開発 



 

複数拠点において会話セッションを実施することにより、大規模会話データを収集し、会話

による認知活動支援の効果を検証するための、一連の実施を支援するシステムを開発する

ことを目指し、成果を得た。 

共想法支援システムを開発し（論文 4）、ウェブデータベースと連携し、全国各地の実施研

究拠点で継続的に運用されることを通じ、高齢者の大規模会話データを収集することに成功

した。この実施評価支援システムに加え、認知活動介入支援システムを開発した。 

  認知活動介入支援システムとして、発話量と笑顔度に基づいて、話者交代を支援するシ

ステムを開発した（論文 3）。発話量のばらつきをモニタリングしながら、参加者全体の笑顔度

が下がったタイミングで、発話量が多い参加者の発話を抑制し、発話量が少ない参加者に発

話を促すことで、会話の盛り上がりを損なわずに、発話量のバランスを取ることに成功した。

この他、企業と共同で、発話量計測を非接触で行うことができる無線型音源定位装置（図 2、

プレスリリース 2）や、会話支援ロボット(図 3)を開発することに成功した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図 2 無線型音源定位装置                図 3 会話支援ロボット 

 

研究項目 3) 実施拠点構築と実施評価 

会話による認知活動支援の実施研究拠点を構築することを通じ、その手順を明らかにす

ることを目指し、成果を得た。対象者に応じた実施手順の確立、対象者に応じた認知機能検

査手法の選定、実施人材育成手法を研究した。 

具体的には、さきがけ研究開始前から実施研究を行っていた千葉県の介護予防施設を始

め、新たに、埼玉県の NPO 法人、長崎県の病院、茨城県の介護施設、愛知県の一般家庭、

を実施研究拠点として開拓することに成功した。それぞれの拠点において、健常高齢者、軽

度認知症高齢者、介護施設利用高齢者、健康長寿高齢者を対象に、共想法形式の会話なら

びに自由会話を行い、対象者に応じた実施手順を検討した。 

具体的には、スイス連邦工科大学チューリヒ校飯田史也助教との共同研究を通じ、身体性

認知科学に基づいて、特に認知機能が低下した高齢者の発話を支援する手法を開発した。

感覚や行動を表す単語や写真を用いて問いかけることで、認知機能が低下した高齢者の発

話が促されることを確かめた（論文 2）。 

自立した生活を送る平均年齢94歳の健康長寿姉妹と出会い、会話における入出力のバラ

ンスがよいこと、話者交代が 3 秒に一回と高頻度で起こることを確かめ、この姉妹をロールモ

  



 

デルとする会話支援ロボットのバージョンアップに着手した（著作物 4、プレスリリース 4, 5）。 

 この他、チューリッヒ大学のマイク・マーチン教授が提唱する機能的生活の質モデル、カン

ザス大学のスーザン・ケンパー教授が提唱する高齢者とのコミュニケーション手法を、それぞ

れ在外研究と短期招聘を通じて学び、これに基づいて、認知活動支援手法としての共想法

の理論的基盤を構築した（著作物 3）。 

 一連の実施を通じて得られた知見と実施手順を、共想法に関する世界初の書籍としてまと

め、今後の展開に向けた基礎ができた（著作物 5、図 4）。 

 

図 4 共想法に関する世界初の書籍 

 

３． 今後の展開 

さきがけ研究を通じて構築した、各拠点において引き続き実証実験を行い、大規模会話デ

ータを収集しながら、さきがけ研究期間中に収集したデータと併せて、解析を行い、データに基

づく認知活動モデルを開発し、会話が高齢者の認知機能に与える効果を長期的に検証する。 

研究項目 1) に関連し、会話の動画記録から、会話特徴量を継続的に計測評価すると共に、

認知機能、心理状態、生活の質を半年おきに評価する。対象に応じた実施者の介入指針を定

め、人間の実施者が効果的に実施できるようにすると同時に、ロボットへの実装を進める。研

究項目 2) に関連し、異なる拠点の参加者のデータを横断的に解析できるよう、今後得られる

新たな知見を反映し、会話実施評価支援システムを拡張する。研究項目 3) に関連し、各拠

点での実施研究を継続的に行いながら、その設立と運営ノウハウを手順化し、実施を希望す

る団体、施設等に対応できる体制を整える。自治体、企業と連携しての事業化の仕組みづくり

に取り組む。 

 

４． 評価 

（１）自己評価 

 （研究者） 

前半 3 年で得られた研究成果は、本研究のねらいを構成する個別要素である、1) 研究者

が考案した、話すことと聞くことをバランスよく行う双方向会話支援技術「共想法」を用い、大規

模会話データを収集すること、2) 大規模会話データから認知的な特徴を抽出する技術を開発

すること、3) 得られた特徴に応じて、一人ずつに最も効果的な認知活動支援を提供する技術

を開発することにそれぞれ位置づけられる。後半 2 年では、前半 3 年と併せて最長で約 5 年間

共想法に継続して参加した人の認知機能検査結果と、5 年分の会話データを蓄積することが

でき、在宅健常高齢者および介護施設利用者において、認知機能を維持することができること



 

を明らかにした。臨床研究の第一フェーズである、安全性と基礎的な効果の確認を達成するこ

とに成功した。また、会話支援技術「共想法」を通じた介入効果をさらに高めるプログラムとし

て、近時体験記憶機能を活用できるよう、共通の体験としての街歩きと共想法を組み合わせ

る、街歩き共想法プログラムを開発し、介入強度を高める方法を明らかにした。さきがけ研究

実施前は、研究者が活動する千葉県周辺がフィールドで、対象も健常高齢者が中心であった。

これに対し、さきがけ研究の実施を通じ、実施研究拠点が全国に、対象の幅も、認知症高齢

者から、当初予定していなかった健康長寿高齢者まで広がり、加齢と認知機能と会話の関係

に関する洞察が深まった。特に、国際強化支援の制度の活用を通じて、学問的に未解決の共

通課題を発見し、高齢者の個別適合型技術に関する、スイス―日本研究交流拠点を設立す

ることができた。2015 年には、JST とチューリッヒ大学の共催による、健康、加齢と技術に関す

る、日本―スイス合同研究ワークショップを開催し、Chair を務め、両国の研究者、関係者 60

名以上が参加し、議論し、両国の連携を強化する成果を得た。 

 

（２）研究総括評価（本研究課題について、研究期間中に実施された領域会議での評価フィー

ドバックを踏まえつつ、以下の通り、事後評価を行った）。 

 （研究総括） 

大武美保子研究者(課題事後評価)の、「共想法(話すことと聞くことをバランスよく行う双方

向会話を発生させる支援技術)を用いて、高齢者同士の会話に介入して支援し、認知症予防

に役立たせるための認知活動支援技術」：大武研究者の研究に興味を持ったジャーナリスト

の紹介で、長寿姉妹の“ぎんさん”の娘姉妹に引き合わされ、実現可能な到達点のモデルとし

て“ぎんさん”の娘姉妹の協力も得、新聞、雑誌、テレビにも取り上げられている。既に、介護

施設、福祉活動 NPO 等、国内 4 拠点、海外 1 拠点で、支援技術適用支援の活動中であり、多

くの人を巻き込んだ研究活動になっており、今後の進展が大いに期待できる。 

グループ会話の発話量制御に用いる音響処理装置は、さきがけ期間中に製品化された。 
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